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1主 題について

1主 題設定の理 由

今 日、国際化、情報化等、社会 の状況が大 き く変化す る中で、21世 紀 を生きる人材 を育て

るため、新 しい時代 の教育の在 り方が問われ ている。その よ うな中で、平成15年 度か ら実

施 され る高等学校学習指導要領では、各学校が[ゆ とり]の 中で、 「特色ある教育」 を展開

し、豊かな人間性や基礎 ・基本 を身に付け させ、個性 を生か し、 自ら学び 自ら考 えるカな ど

の[生 きるカ]を 培 うことを基本的なね らい としている。

このよ うな中で、教育課程審議会答 申(平 成10年6月)で は、 この[生 きる力]を は ぐ

くむ極 めて重要な役割を担 うもの として総合的な学習 の時間が創 設 されてお り、この総合的

な学習 の時間の充実 は、今回の学習指導要領改訂の大 きなね らいで もある。

一方
、東京都にお いては、平成14年4月 に 「都 立高校等の経営に関す る検討委員会報告

書」において、教育の質的向上を 目指 しての組織 的取 り組み を重視 した学校経営に転換 して

い く必要があることや、マネジメン トサイ クルによる学校の 自己評価 の仕組み を整備す る必

要があること等が示 された。 さらに、都民に よる学校評価の具体的方策 の1つ として学校運

営連絡協議会 を学校経営におけるマネ ジメン トサイ クル の一環 として位置付 けること等 、学

校運営連絡協議会のよ り充実 した運営が求め られてい るところである。

このよ うな背景をふ まえ、本研究部会 においては、教育 の質的 向上や学校支援体制 として

喫緊の課題 であ り、組織的な対応や地域 とのかかわ りが求 め られ るこの学校運営連絡協議会

と総合的な学習の時間について、マネ ジメン トの視点か ら分析 し、その運営や組織の在 り方

について考察す ることとした。

このため、今年度 は研究主題 を 「マネ ジメン トの視 点を生か した学校運営の在 り方」 と設

定 して、さらに次の二つの分科会に分かれた。

(1)マ ネジメン トの視点を生か した学校運 営連絡協議会及び校 内体制の在 り方

(2)マ ネジメン トの視点を生か した総合的な学習の時間につ いて

2研 究 内容

本研 究では、研究主題の設 定にあたってマネジメン トを「教 員の協働的努力の形成 と維持」、

「生徒 、保護者 、地域 との信頼関係 の形成 と維持」 ととらえ るとともに、マネ ジメン トを考

える視 点を、

①PDCA(Plan=計 画、Do=実 施、Check=評 価、Acti。n=改 善)の マネ ジメン トサイ

クルの仕組みを生かす。

② 人的資源、物的資源、資金、情報 資源 の適切な配置 ・運 用を踏まえる。

③ 民間企業 におけ る経営論 ・組織論 な どを生か してみ る。

の3点 を中心 として、学校運営の望ま しい在 り方 について、ア ンケー ト調査 を実施 し、分析 、

考察 した。

なお、 このマネジメン トの視点が効果的に働 き、機能 している時の学校、家庭(生 徒 ・保

護者)、 地域 のよ りよい関係への変容 をイ メー ジ した図が図1か ら図2で あ り、図2に おい
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て、マネジメン トサ イクルが、全体 と して、学校内で、学校 と地域 とのかかわ りで、学校 と

家庭(生 徒 ・保護)と の間で機能 しているイメー ジを示 した ものが図3で あ る。

家 庭(生 』 ・保 護 者)

図1

⇒ 学校

地 域 家庭(徒 ・保護者)

図2

(1)マ ネジメ ン トの視点 を生か した学校運営連絡協議会 及び校 内体制の在 り方

開かれ た学校づ くりの推進 をね らい とす る学校運営連絡協議会 は、平成13年 度か ら全校

に設置 され 、学校評価ア ンケー トに よ り学校の課題が明確 になる とともに、教員が外部 の 目

を意識す るよ うになるな どの成果 として表れている。 しか し、 「都立高校等の経営に関す る

検討 委員会報告書」 においては、協議会 の運営が管理職及 び担 当教員 に集 中 し、組織全 体の

協力体制が築 けない状況 も一部 にあること、また、運営にあた っては、できるだ け多 くの教

員に役割を分担 させ 、教員の意識改革 を図ることな どが課題 として示 されている。

そ こで、現在 の学校 におけ る学校運営連絡協議会お よび学校評価 の実施 と活用 の実態や、

学校評価に対す る教員の意識 、 さらに、それ らを支 える学校 の校 内体制な どにつ いて、各学

校の取 り組み の工夫 をア ンケー ト調査 し、マネジメン トの視点か ら分析 ・検討 し、 どの よ う

な学校運営連絡協議会や校内体制 の在 り方 が望ま しいのかにっいて分析 ・考察 した。

(2)マ ネジメン トの視点 を生か した総合的な学習の時間について

今回の学習指導要領の大 きな改善点である総合的 な学習の時間は、子 どもたちの[生 きる

力]を は ぐくむ点か ら大 きな期待 をされている時間で ある。 しか しなが ら、この総合的 な学

習の時間の実施にあたっては、教職員の協力体制や各教員の もつ専門性 を相互 に生か した授

業づ く りな ど、各学校の創意 工夫が求め られている ところであ る。

そ こで、現在の実施校における総合的な学習の時間の様 々な工夫や実施上 の配慮点 な どに

ついてアンケー ト調査 し、その結果 をマネ ジメン トの視 点か ら分析 ・検討 し、総合的 な学習

の時 間の適切 な実施のための学校組織 と しての体制づ く りや実施上の工夫について、検討 ・

考察 した。
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皿 マネジメントの視点を生かした学校運営連絡協議会及び校内体制の在 り方

1は じめに

平成15年 度 より全ての学校において 「学校経営計画」が策定され、PDCAの マネジメン

トサイクルを機能 させ る取 り組みが始まる。平成14年11月 の 「学校経営計画策定検討委員

会報告書」の中では、「校長は、学校運営連絡協議会 による外部評価 を活用 し、学校経営計画の

計画 ・実施 ・評価 ・改善の各段階で、積極的な助言や指摘を受ける必要がある。」とその機能の

重要性を示 してお り、今後一層学校組織 として取 り組み学校運営連絡協議会の学校支援 として

の機能の充実発展が求め られているところである。

そ こで、本分科会は 「マネ ジメン トの視点を生か した学校運営連絡協議会及び校内体制の在

り方」をテーマとして設定 し、この ような学校運営連絡協議会の機能をより生かすための会の

運営や学校 の組織の在 り方、また、その基盤 となる校内体制について考察するために、学校運

営連絡協議会や校内体制の在 り方にっいてアンケー ト調査を行い、各校の学校評価を生か した

取 り組みの状況や、都民に信頼 される学校づ くりへの工夫などについて実態を把握 し、その結

果をマネジメン トの視点か ら分析 ・考察 した。

2ア ンケー トの方法 と内容、主な結果 ・分析

東京都の全学区にわたって、各学区3か ら4校 の高等学校 を対象に計40校 に管理職用アン

ケー ト(1名)と 内部委員等(主 任 ・担当者)用 アンケー ト(3名)を 依頼 した。最終的に管

理職用アンケー トは37校 、内部委員等用は左記の37校 か ら計87名 分の回答を得た。

なお、主なアンケー ト項 目は以下のよ うである。

【管理職用アンケー トの項 目】

① 学校評価のための情報収集

③ 学校評価の教職員への周知

⑤ 学校評価アンケー トを受けての学校改善

⑦ 学校運営連絡協議会への教職員のかかわり

⑨ 学校のマネジメントシステム

⑪ 授業公開

② 学校評価への認識

④ 学校評価を受けての教職員の変容

⑥ 外部委員への情報提供

⑧ 開かれた学校づくりの推進

⑩ 校内研修

⑫ 学校の組織機能の発揮

【学校運営連絡協議会の内部委員等用のアンケー ト項目】

① 学校評価とその生かし方

② 学校運営連絡協議会にかかわっての成果

(1)学 校評価のための情報収集 にかかわること

質問 ・・学校評価アンケー ト以外に意見を聞く方法 として、 どのようなことを工夫 されてい

るのですか。
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③保護者面談

意見のm約

① 掌校行事な
どにおける来

校者へのアン

保護者会な
こおけるアン

ケートや意見
の集約

①生徒会やクラ
スが適宜学校の
教育活勤に対し
てのアンケートを

実慮

図1図2

分析 ・・ 図1は 、保護者 ・地域住民か ら意見を聞く方法について、図2は 、生徒か らの意

見を聞く方法についての ものであ り、様々な方法を工夫 していることが分かる。

学校によっては、複数回答 しているところもあ り、図1に 関して、それぞれ の学

校が、 どれ を選択 してい るのかを棒グラフに したのが図3で ある。保護者 ・地域住

民か ら情報 を得 られ る機会は限 られてい るため、学校では、様々な工夫をしてネ ッ

トワークをつ くり、複数の方法によって情報収集に努めている。

図3

(2)学 校評価の認識にかかわること

質問 ・・ 教員が 「高い評価」 をし、生徒が 「低い評価」を しているのは どのようなアンケ

ー ト項 目で したか
。

分析 ・・28校 の回答があり計54の 記述があった。その主な内容を項 目別に分けてみる

と、図4の ように学習指導 ・進路指導 ・生活指導の3つ に大別 された。なお、その

他 には学校教育 目標、部活動、教育課程、校舎等の項 目だった。

教員 と生徒の意識の相違 の要因 としては、学習指導においては、生徒の実態把握

や 生徒理 解 が不十 分 であ

ること、分かる授業への工

夫 が不十分 で あ る こと等

であった。

また、進路指導において

は、生徒の進路意識を十分

に啓発 で きていな いな ど

の記述が多かったが、教員

の努力 を認 めて い る こと

についての意見も多かった。

その他

11%

生活指

25%

進 路指

15%

図4

愚 習指 導

9%
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質問 ・・ 「教員は自己の指導を肯定的にとらえているが、生徒はその在 り方に不平や不満

を抱いている。」 と教員 と生徒 の認識がずれている傾向があ りま したか
。

分析 ・・ 右図の ように、教員 と生徒の認識が

異 なってい る状況が ある学校 が多い

とい う結果 となった。

この結果 に対す る対応策 と しては、

学習指導については、学校経営方針を

受け、授業改善を明確に打ち出す こと、

補習 ・補講 ・授業観察 ・シラバスの作

成等 を通 して組織的 に授 業改善 を進

めることなどがある。

② なかっ

た。

15%

図5

① あった 。

85%

また、生活指導については、生徒個人 の思いや願 いを十分に理解す るととともに
、

学校の生活指導方針や指導理念 を生徒に説明 し、学校の教育方針を十分理解 して も

らうよ う努力 している傾向がある。

(3)学 校評価の教職員への周知 に関す ること

質問 ・・ 学校評価アンケー ト結果を どのような内容で教職員に報告 しま したか(図6)
。

③評価委員
会で分析・検
討されたアン
ケート結果と

改善の視点
とを合わせて

提示した。

①事務局で
集計したア
ンケート結

提示 し

た。

20%

②事 務局で
集計 ・分析

したアン

ケー ト結果

を提 示し

た。

26%

③ アン
ケート結果

(及び改善

方法)の 資

料を配布 し

た。
43覧

④ 概要を職

員室などに

掲 示(ダイ

ジェスト版な

ど)した。

② 校内

修等で報告 、

した。

① 職 員会

誰で時間を

取 り報告 し

た。
55%

図6図7

分析 ・・ 図6は 、学校評価アンケー ト結果の教職員への報告内容について、図7は 、学校

評価ア ンケー ト結果及び改善の視点の教職員への報告方法についてであ り、様 々な

方法を工夫 しているこ とが分かる。

学校によっては、複数回答 している学校 もあ り、図6に 関 して、それぞれの学校

が、 どれ を選択 しているのかを棒グラフにしたのが図8で ある。結果的に 「③評価

委員会で分析 ・検討 されたアンケー ト結果 と改善の視点 とを合わせて提示 した」が

一番多いが
、学校 によっては、様々な内容を合わせ て提示 している。

図8
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質問 ・・ 学校評価アンケー ト結果及び改善の視点を教職員にどのような方法で報告 しま し

たか。(図7)

0

5

0

5

0

ウ
一

-

己ー

0 oO 00 0

図9

分析 ・・ 学校によっては複数回答 してお り、図7に 関 して、それぞれの学校が、 どれ を選

択 しているのかを棒 グラフにしたのが図9で ある。

結果的に、職員会議 で時間をとり報告するとともに、資料配付を している学校が

多かった。学校評価 アンケー ト結果については、教職員が十分理解する とともに、

学校改善や授業改善に役立てることが必要である。

(4)学 校評価 を受けての教職員の変容にかかわること

質問 ・・学校評価アンケー トの結果 を受けて、教職員の意識 ・行動は変わってきま したか。

(ア)主 任 は課題 に対 しよく取 り組んでい る。

(イ)教 員は課題に対 しよく取 り組んでいる。

(ウ)教 員は学校評価を意識 して生徒に対応するよ うになった。

(エ)教 員は学校評価を意識 して保護者に対応す るようになった。

(オ)教 員は学校評価を意識 して地域にかかわるよ うになった。

図10

図11

図13

図14

図15

③ あま ④ 思

りそう わない

思わな

い

17%

②比

較的 そ

う思う

47%

① そう

思う

38% ③あま

りそう

思わな

い

40%

④思わ
ない

① そう

思う

3%

②比較
的そう
思う

図10図11

分析 ・・ 図12は 、同一高校内での内部委員等の回答の状況 を表 した ものである。 主任が

よく取 り組 んでい る学校 は教員 もよく取 り組む傾 向があ り、組織の機能発揮に関す

る主幹 ・主任の役割は大きいことが分かる。

[

門
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廟団廟国

羅

圏
劇

日鳳
任主=
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う
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思

思
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的
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な

う

較

ま

わ

思

比

あ

思

)注(

21図
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④ 思

わ/ーい

③あま

りそう

思わな

い

46%

①そう

思う

8%

② 比

較 的そ

う思う

46%

④思わ
ない
鰭

③ あ
りそう

思わな

い

47%

① そう

思う
35

④思

わない

6%

③あま

② 比較 りそう

的そう 思わな

思う い

5096115596

図13図14図15

分析 ・・ 図16は 、図13・14・15に っいて学校 ごとの傾向を表わ した ものである。

各学校 とも生徒や保護者に関 しての対応が、地域に関しての対応 と同等かそれ以

上になっているケースが多 く、教職員の意識 ・行動の変容が図られている と言える。

しか し、学校評価後の地域 に対する対応の変化はあま りな く、開かれた学校づ くり

をね らい とする学校運営連絡協議会の趣旨から見る と課題である。

思 う

比 較 的 思、う

あ ま り

思 わ な い

思 わ な い

生 ・保

地

生

保 ・塘 生 ・保

地

m
生 ・保 ・地 生

保 ・地

生 ・保

地

録 ・地 保

生 生

保

生 ・地

マ

胞

保

生 ・地

生 ・地

保

生 ・保

地

1校 2校
■

i校 6校 2校 5校 1校1 2校 冒 1校
1

1校 1校

保

生 ・塘

1校

鳳
地保生

01

(注)生=生 徒 ・保=保 護 者 ・ 地=地 域

図16

(5)学 校運営連絡協議会への教職員のかかわ りに関す ること

質問 ・・ 全教職員が、学校運営連絡協議会にかかわるために、工夫 されていることはあ り

ますか。

分析 ・・ 鰍 員が学校運営齢 臓 ④教職員、 ⑤黎 他 雛 鑛 器

会の活動状 況 につ い て把握

できるように、様々な情報提

供や、かかわ りの機会を作 っ

ていることが分かる。

今後 ともできるだけ教員が

かか われ るよ うな工 夫 を実

施 して、教員が地域や保護者

の願いや要望を受け止め、学

校運営 に携 われ るよ うな機

会 としてい くべきである。

学校運営連絡
協議会の意見
交換会などを
設定する。

5%

図17

議内容や進捗
状況を適宜教

」 職 員 に伝 え

No

47%

② 学校運営連
絡協議会の資
料作成等を分

担する。
12%
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3学 校運営連絡協議会内部委 員等へのアンケー ト結果 と分析

(1)学 校評価 とその生か し方にかかわ るこ と

質問 ・・ 昨年度 の評価報告書 の(教 員 、生徒 ・保護者、地域住 民等の)ア ンケー ト結果

について関心 をもちま したか。(ア ンケー ト回答数87名)

(関心 をもちま したか)(関 心 の内容)

cあ まりd関 心なa教 員

馳 をもた かった 蝉 ア 繍

)

b少 し関

心をもった

37%(32)

a関 心を

もった

54(47)

13%(2

c保 護 者

のアン1
ケー ト

33%(57)

b生 徒 の

ア ンケー ト

36%(63)

※ 上記 の質問でa、bと 答えた方が以 下の質 問に回答

質問 ・・ どの よ うな点 に関心をもたれま したか(複 数回答可)。

分析 ・・ 関心が高かった項 目は、生徒のアンケー トと保護者のアンケー トにな ってお り

それぞれ63件 と57件 となっている。

質問 ・ ・ 関心をもった内容 に対 して、教科指導や生活 指導、学校運営等 に生か した り、

生 かそ うとしていることがあればお書 き下 さい。

睡 團 匡塵團

cまだ生か

せていな

い

23(17)

d生 かした

いが 困難

が多い

a生 か して

いる

28%(21)

b生 かそう

と計画 し

ている

41%(30)

cまだ生か

せていな

い

21%(15)

d生かした

いが困難
が多い a生か して

いる

%(16)

b生か そう

と計画 して

いる

49%(34)

cまだ生か

せていない

31%(21)

國
d生 か した

いが困難

が 多い

195(1)

a生 か して

いる

2496(16)

b生 か そう

と計 画 して

いる

449c'(29)

cまだ生か

せていない

37(23)

圏
d生 かした

いが困難

が多い

2%(1)

a生か して

いる

22%(i4}

b生 かそう

と計画 して

いる

39%(25)

分析 ・・ 関心をもった内容 にっいては、教科指導、生活 指導、分掌運営、学校 運営の全

項 目に対 し、「生かそ うと計画 している」とい う件数 が約40%以 上 あ り、 「まだ生

かせ ていない」 とを合 わせ る と、生か したいが どの様 に生かすべきか を検討 して

いる状況があると考え られ、教員はおおむね 、学校評価 を受 け自らを変容 させ よ

9



うと努力 してい ると言 える。 また、 「まだ生かせ ていない。」では、 どの よ うに生

かすべきかを苦慮 している教員 もいると考え られ、管理職や主幹 ・主任 が適切 な

ア ドバイスや職務 遂行上 の適切な環境 を整備す るこ とによって、その変容の割合

は、 より大 きくな ると考 えられ る。

(2)学 校運営連絡協議会 にかかわっての成果 に関す ること

質問 ・・ 学校運営連絡協議会にかかわって、 どの よ うな ことが変わ りま したか。

i地域 ・保護者 に対 してlI生 徒 に対 して1

④ その他

18%(17)

③ 地

域 ・保護者

との連携に

今後とも積

極的に取り

組もうと

思った。

33%(31)

① 地域 ・保

護者との連

携の苦手

意識がなく

なった。

20(19)

② 地域 ・保

護者 との連

携 の大切さ
が分 か っ

た 。

29!g(27)

③ 今後と
生徒の思い

や意見を生
かした学校教

育や授業に

取り組もうと

思った。
43X(45)

④ その他

10鴨(11)

① 生徒の思
いや意見を

聞いてみるこ
との大切さが

分かった。

21%(23)

②生徒 の思
いや意見 聞

ぎ これまでの

裾雛 霧
を見 つめ直す

機 会となっ

た。

2696(28)

分析 ・・ 学校運営連絡協議会 にかかわった結果 として、教員の地域 ・保護者 に対す る意

識や取 り組み に対す る姿勢 が変化 してきてい る。 また、生徒に対 して も意欲的 に

対応 し、授業 に対す る取 り組み にも変化 を行動 として表わそ うとしている様子 が

分か る。

(3)学 校運営連絡 協議会 とのかかわ りの工夫に関す ること

質問 ・・ 内部委員や評価 委員 、事務局員以外の教職 員で も、何 らかの形で学校運営連 絡

協議会 にかかわ る方法 があるよ うで した ら、 ご記入願います。

分析 ・・ 教職 員の学校運営連絡協議会 とのかかわ りにっいては、授業公開、アンケー ト

報告、協議会 を設 けるな ど事例があった。 また、

・内部委員以外の教職員 と外部委員 との話 し合 いの場 を設定す る。

・学校運営連絡協議会へ、必要に応 じて内部委員以外の教員 も参加す る。

の実践例 もあ り、学校運営連絡 協議会に直接 かかわっていない教職員 の学校評価

に対す る関心は低 いものにな りがちであ るが、上記 のよ うに外部委員 との直接対

話、学校運営連絡 協議会への直接参加な ど様 々な工夫例が、開かれた学校づ くり

には一層役立っ。
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4マ ネ ジ メ ン トの 視 点 を踏 ま え た 学 校 運 営 連 絡 協 議 会 及 び 校 内 体 制 に つ い て の 分 析 ・考 察

ア ン ケ ー トの記 述 の 中 か ら、学 校 の 工 夫 や 特 色 を示 す 内 容 の もの を 抽 出 し、 「学 校 運 営 連 絡

協 議 会 の 学 校 評 価 を踏 ま え た 学 校 運 営 の 工 夫 」 と 「校 内 体 制 の 工 夫 」 に っ い て マ ネ ジ メ ン ト

の 視 点 か ら分 析 ・考 察 した。

(1)学 校 運 営 連 絡 協 議 会 の 学 校 評 価 を 踏 ま えた 学 校 運 営 の 工 夫

ア ン ケ ー ト結 果 の 記 述 部 分 に つ い て 、そ れ ぞ れ の 内 容 がPDCAの どの 内 容 に 属 す る か に

つ い て 分 類 し、 そ の 傾 向 を つ か み 学 校 運 営 上 の 工 夫 が ど の よ うに な され て い るの か に つ い て

分 析 した 。 な お 、 分 類 ・分 析 に あ た っ て は 、 マ ネ ジ メ ン トサ イ クル の 各 段 階 を 次 の よ うに と

ら え た 。

Plan(計 画):昨 年までの学校評価アンケー ト結果をふまえ、今年度当初に実施 した項 目を記述した。

Do(実 施):今 年度、実施 している項目を記述した。

Check(評 価):昨 年、今年度、実施している評価方法等にかかわる内容について記述 した。

Action(改 善):昨 年の学校評価等を受けて、改善 した点について記述した。

学校運営連絡協議会の学校評価 を踏まえた学校運営の工夫

学校運営の工 夫例 内部委員等 による学校運営にかかわる工夫例

℃
[
>
Z

(

計
画
)

(目標 設 定)
・ 学 校 経 営 方針 に 具 体 的 な学 習 ・授 業 に つ い て の 基 本 を明

示

(騒営 方 針 の 周SEA)
・関係 分 準 の 主 任 を 通 し具 体 化

・職 員会 議 で 周 知 し具 体 化

・地域 の声 を教 職 員 全員 に理 解 させ る こ と に努 力

(人材 育 成 の 明 確 な位 置 付 け)
・校 内研 修 を教 務 部 の校 務 内容 に分 掌 化

(情執 収 集)
・外部 委員 と生 徒 との意 見交 換 の場 を設 定

・ 自由意 見BOXな どの投 書 箱 を設 置

(PR活 動)
・年 間 を通 じて のPTA等 へ の授 業 参 観 公 開 の 実 施

・外 部 委 員 の 学 校 行 事 へ の招 待

(目 標 設 定)
・ス ク ー ル プ ラ ン で 分 か り や す い 授 業 の 数 値 目 標 化

(34%一..4p%以 上)

(CS)
・外 部 委 員 か らの提 案 の企 画 ・実 現

・分 か り易 い授 業 に 心 が け る。

O
O

(

実
施
)

(情 報 収 集)
・校 長 室 で の 生 徒 との 直接 対 話 ・面 接 ・意 見 の聴 取

・中学 校 訪 問 時 に 意 見 ・要 望 ・評 価 等 を 聴 取

・地 域 集 会 や 協議 会 で 地域 住 民 よ り積 極 的 に意 見 を聴 取

・生 徒 会 役 員 との懇 談会

・近 隣 中 学 校 の先 生 に学 校 に対 しての ア ン ケー ト依 頼

・塾 な ど か らの個 別 情 報 収 集

(地 域 との 連 携)
・地 域 行 事(夏 祭 りや 秋 の 文 化 祭 等)へ 教 員 ・生 徒 の 参加

・地 区 の 育 少 年 健 全 育 成 委 員 会 へ 参 加

(PR活 動)
・公 開授 業 の 休 日実 施

・学 校 便 りの 配 布

・年12回 の 公 開 授 業 を実 施(i学 期 で5回500名 を越 え る

参観 者)

(校 内研 修 ・OJT)
・校 内 研 修 に は 外 部 講 師 を招 い て実 施

・他 の 教 員 の授 業 見 学

・年 間 授 業 計 画 の 作成 を実 施

(組 織 作 り)
・学 校 運 営 連 絡 協議 会 へ の 主 任 の 出 席 を 義 務 づ け

(組 織 活 用)
・授 業 の な い 教 員 が 授 業 公 開 時 に 参観 者 を班 別 に 案 内

(地 域 との 連 携)
・地 域 高 齢 者施 設 へ の ボ ラ ン テ ィア ・公 民 館 展 覧 会 へ の 作 品

出品 等

(PR活 動)
・授 業 公 開 週 間 を実 施

・地 域 の見 回 り、 ゴ ミ拾 い 、連 絡 等 に 自校 ネ ー ム 入 り腕 章 の

活 用

ccs)
・分 か りや す い 授 業 の 工 夫 をす る た め に 教 材 研 修 や 授 業 公 開

を積 極 的 に 実 施

(情 報 収 集)
・近 隣 小 ・中 学 校 の 先 生 方 と も意 見 交換
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O
臣

畠

(評

価

)

〉
自

H
O
2

(
改

善

)

(情報 収集)
・学 校 行 事時 の 来 校 者 ヘ ア ン ケ ー ト

・近 隣 中 学校 の 教 員 へ の ア ン ケ ー ト

・保 護者 会 での ア ンケ ー トや 意 見 の集 約

・生 徒 会や ク ラス が 学 校 の 教 育活 動 に対 して の ア ンケ ー ト

を実 施
・公 開 授 業 の ア ンケー ト実 施

(PR活 動)
・評 価 委 員 会 で 分 析 ・検 討 され た ア ン ケー ト結 果 と改 善 の

視点 を合 わ せ て 提示

(人 材育 成)
・努 力 して い る教 員 を積 極 的 に評 価(評 価)

(ミ ッ シ ョン提 示)
・ 「建 学 の精 神 」 の提 示 を 玄関 に設 置

(目 標 設 定)
・ ス クー ル プ ラ ンの 中 に遅 刻 数 の減 少 を数 値 化

・教 科 指 導 に お け る到 達 度 の 設 定 と シ ラバ ス の 作 成 の 義 務

化

(FB)
・学 校 評 価 を受 けて 学 習 習 慣 の 基 礎 か ら の 改 善 を学 校 経 営

方針 に設 定
・学校 評価 結 果 を学校 経 営 計 画 に反 映

・学 校 評 価 を受 けて 学 校 運 営 ・教 科 指 導 ・生 活 指 導 等 の 分

掌運 営 を実 施

(学校 運 営 連 絡 協 議 会 の充 案)
・学校 運 営 連 絡 協 議 会 開催 時 に 授 業 公 開 を実 施

・学校 運 営 連絡 協 議 会 の 協 議 内 容 や 進 展 状 況 を 適 宜 教 職 員

に提 供
・学 校 運 営連 絡 協 議 会 の オ ー プ ン化

(校 内 研修 ・OJT)
・公 開授 業 時 の 他 の教 員の 授 業 見学

・補 習 ・補 講 にお け る課 題 を 各 教 科 ・分 掌 で 検討 ・発 表

(人材 育 成)
・授 業 観 察 、面 接 の 充 実

(情報 の共 有 化)
・管理 職 と教 諭 の 情報 の共 有 化 の推 進

(PTAと の 通 携)
・PTA環 境 委 員会 との連 携

(事 業 評 価)
・授 業 内容 の検 証

・授 業 や 講 習 の ア ン ケ ー トを取 って の 自己 点検

(cs)
・生 徒 に よ る授 業 の ア ン ケ ー ト ・評 価 の 実施

・生 徒 の 思 いや 意 見 を 生 か した教 育 や授 業 へ の取 り組 み

・授 業 中や 放 課 後 に 個別 対 応 の時 間 確 保

・授 業 前 に ア ン ケー トを 敢 り生徒 の進 路 希 望 が 実 現 で き る 、

うな 内容 を 実施
・講 義 中心 か ら、 演習 中心 の授 業 へ と変化
・補 習 授 業 の 充 実

。 習 熟度 別 の導 入 な ど
・進 路 資 料 の提 供 の仕 方 を 工夫

(情 報 収 集)
・全 教 職 員 が外 部 委 員 の意 見 を直 接 に 聞 く機 会

(設 備 充 実)
・進 路 室 の整 備

(事 業 評 価)
・評 価 委 員 会 が 授 業 評 価 ア ン ケー トを授 業 改 善 の 視 点 か ら1

密 な も の に して 実施

(PR活 動)
・イ ン タ ー ネ ッ トを使 っ て最 新 の 情 報等 の提 供

(FB)
・授 業 後 に 生 徒 との話 し合 い の場 を作 り改 善

(組織 の 活 用)
・補 講 体 制 の整 備

(校 内 研修 ・OJT)
・研 究授 業 等 を 実 施

(ボ トム ア ツ プ)
・外 部 か らの 評 価 を 重 く受 け 止 め学 校 運 営 に 具 体 化

FB=フ ィー ドバック(こ こでは、改善→計画の流れを示す)、CS=顧 客満足度

① 学校運営 連絡協議 会 の学校 評価 を踏 まえた学校 運営 の工 夫 の分 析 ・考察

ア 「計 画」の段 階 におい て は、数値 化 をす るな ど明確 な 目標設 定 をす る とともに、 学校

経 営方針 な どの経営 の視 点 を教職員 に周知す るな ど、マ ネ ジメ ン トの視 点か ら学校 の組

織 体 として の機 能 を重視 す る等 の工夫 が な されて い る。

この段 階で は 、マネ ジ メ ン トサイ クル の評価 か ら改善 の流 れ を受 け、明確 な 目標 の設

定 と、組 織方針 の教職員 へ の周知 が必 要 と言 え、マ ネ ジ メ ン トの視 点 か らは、年度 当初

におけ る組織 目標 の浸透 に向 けて の企 画調 整会議 の充実 や 主幹 ・主任 な どの ミ ドル リー

ダーの役割 は大 き く、それ らを十分 に生 か してい く必要 が ある。

イ 「実施 」の段 階 におい て は、学校 評価 を踏 ま え学 校運 営 の状況 を把握 す るた めの情報

収集 の 工夫策 が多い。 また 、開 かれた学 校づ く りの た めの地域 との連携や 学校 の説 明責

任 を果 たすた めのPR活 動 にっ いて 工夫 してい る。さ らに、人材 育成 のた めの校 内研 修 ・

OJTに つ いて も入的 資源 の充 実の ため に様 々な工 夫が な され てい る。

なお、教員 にお い ては、 わず か では あるが地域 との連 携 を意識 した活 動 が見受 け られ

る とともに、顧客(生 徒)の ニー ズ を とらえた授 業 に心 がけ てい る傾 向が強 い。

この段 階で は、学校 運 営 を調 整す るため の情報収 集 と、学校 教育活 動 のPR活 動 、 日

常 的 に教職 員 を育成す るた めの校 内研修 ・OJTに 対 す る工夫が必要 と言 える。教 育 の

12



説明 責任 が求 め られ る時代 の 中で、今 後 とも学校 にお け る情報発信 の充実 は 、不 可欠 の

もの とな る。

ウ 「評価 」 の段階で は、適 切 かつ 客観的 な評 価 のた めに、様 々な場や 対象 か らア ンケー

トや 直接 会 っての意 見集 約 な どを通 して情 報収集 を して い る。

この段 階 では、 よ り的確 な評価情 報収集 の ため に 、何 時 、 どの よ うに、対象 は誰 か 等

を明確 にす る と ともに 、評価 のた めの評価 とな らない た めに、以後 の取 り組 み 、す なわ

ち、改善 へ の道筋 を考 えた評 価 の活用方法 が決 定 され て いな くては な らな い。

エ 「改 善」 の段階 で は、学校 評価 結果 の フ ィー ドバ ックか らの ミッシ ョン(使 命)の 提

示や 目標 設 定、 また、 学校 運営連 絡協 議会や 校 内研 修 ・OJT、 人材 育成 な どの視 点 か

ら改善 の工 夫が な され てい る。 さ らに、教員 が顧 客(生 徒)の ニー ズ を とらえ る と とも

に、外 部 の評価 を受 け止 め学校 運営 の改善 を図 る等 の ボ トムア ップ もみ られ た。

この段 階 こそ、PDCAの マネ ジメ ン トサイ クル の正否 を左 右す る段 階 で あ る。今 ま

での 評価 結果 をいか に次年 度 に具体 化 してい くかが 重要 とな る。 そのた めに は 、教 員が

校 長 の学校 経 営方針 を踏 ま え、年度 の学校評 価結 果 を適 切 に とらえ る とともに 、改 善方

策 な どにっ いて各担 当 ・分 掌 な どで十分検 討 し、 ボ トムア ップ によ り改 善策 を管 理職 に

提 示 してい くことが重要 で ある。

(2)校 内体 制 の工夫

ア ンケー トの結果 の記 述部 分 につ いて、マ ネ ジメ ン トの視 点 にか かわ りのあ る 「新 たな 内

部組 織 の設置 」 「ボ トムア ップ 」 「校 内研 修 ・OJT」 の3点 に絞 り、以 下の よ うに分析 した。

・情 報 収 集 の た め の パ ソ コ ン委 員 会 の設 置

・「将 来 構 想 委員 会」 の 発 足(具 体 的課 題 に つ い て検 討)

新たな内部組織
・進 路 指 導 の プ ロ ジェ ク トの設 置(大 学 進 学 実 績 向 上 等 生 徒 の ニ ー ズ へ の対 応)

の設 置
・ス クー ル プ ラ ン に具 体 化

・総 務 部 を設 置 し具 体 的 な 対応 策 に つい て 調 整 ・企 画 ・立 案

・活 性 化 委 員 会(教 職 員 間 意 見 交 換 、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの 充 実)
・募 集 対 策 部 の 新 設(各 科 よ り募集 対策 上 の 課 題 を明 確 化)

・教 育 課 程 委 員 会 と総 合的 な学 習(情 報 ・福 祉 ・ス ポ ー ツ)の 科 目部 会 か ら の授 業 改 善 な どの提 案

・課題の投げかけ→分掌等での課題の明確化→全教職員の共通理解→学校経営計画の改善

・大 学 進 学 実 績 向 上 の た め の校 内 体制 の あ り方 に つ い て 研 究 し提 案

ボ トム ア ップ ・ 中学 校 訪 問 に 全 教員 が 参加 し、情 報 収集 を 生 か し学 校 改 善 策 を提 示
・出 張授 業 を 募集 対 策 部 と 商業 科 が 協力 ・連携 して 実施

・学 力 向 上 の た め の 夏 季 ・冬季 講 習 の 内容 充 実 及 び 講座 数 の 増 加
、 進 路 フ ァイ ル の 作成

・初 任 者 に対 す るOJTの 充 実(初 任 者 →担 当 指導 教科 → 教頭 → 校 長 の ラ イ ンの 明確 化)

・教 育 相 談 ・総 合的 学 習 の時 間 ・服 務 関 係 の 内 容 で 実施

・校 内 研 修 の年 間計 画(年2～3回)へ の位 置 付 け

・校 内 研 修 担 当 の分 裳 へ の位 置付 け

・校 長 が調 整 役 と な り、ベ テ ラ ン教 員 の授 業 見 学実 施

校内研修 ・ ・授 業 見 学 を教 科 を越 えて 実 施

OJT ・研 究 協議 会 形 式 で 実 施

・外 部講 師 招 聰 し実 施

・教 員 に よ る高 校 訪 問 報 告 会

・校 内研 修 に お い て研 究授 業 を 実施

・進路 講 演 会 へ の 一 般 教 員 の 参加

ボ トムアップ=実 態把握 ・評価から改善の方針、改善策を定め、計画 ・実施する一連の流れを示す。

① マ ネ ジ ン トの視 点か ら見 た校 内体制 の工夫 の分析 ・考察

ア 「新 たな内部組 織 の設置 」 におい ては、新 た な機 能 を担 うた めの分掌 の新設 や 、委 員

会 ・プ ロジ ェク トチー ム の立 ち上 げ な どが工 夫 され てい る。
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様 々な教 育課題 が あ り学 校 の 自律性 が問 われ る今、学 校 にお いて は、学校経 営 方針 の

下、 時代 のニー ズに応 じた学校 の組 織体 制 を工夫 し、改 善 充実 して い く必要 が あ る。

イ 「ボ トムア ップ」 にお いて は 、管理職 の課題 の提 示 か ら教 職員 が改 善計画 を工夫 して

い る事 例や 、学 習指 導 の充実 のた めの様 々な学習 方策 の 工夫が 見受 け られ た。

今 後 は、教員 それ ぞれ が学校 評価 を踏 まえ、 それ ぞれ の立場 か ら真 摯 に学 校改 善の た

めの策 を考 え、学校 運営 に参 画す るこ とので きるボ トム ア ップの流れ を生 か して い くこ

とが重要 で ある。

ウ 「校 内研 修 とOJT」 にお い ては 、校 内研 修 を年間 計画 に位 置付 け講 師 を招 いて実 施

す る学校や 、初 任者 教員 やベ テ ラ ン教 員 の授 業参観 な どの工 夫が あ った。

今後 は、総合 的 な学習 の時 間や 学校 の個性 化 ・特色 化 の 中で 、教 員 には各教科 ・科 目

の枠 を越 えた資質能 力 が必要 とな って くる。 したが って 、外部 での研修 と ともに、校 内

研修 やOJTな ど教員 の資質 能 力 を 日常 的に高 め る校 内の研修 体制 が よ り重要 とな る。

5ま とめ

学校 運営連 絡 協議会 や校 内体 制 にかか わ るア ンケー ト結 果 をも とにその 望 ま しい在 り方 に

つい て、マネ ジ メン トの視 点 か ら分 析 ・考 察 した 結果 、次 の よ うな こ とが分か った。

(1)学 校運 営連絡 協議 会 につ いて

① 学校運 営連絡 協議 会 では 、学校 評価 を中心 に様 々 な情報 収集 が 実施 され てお り、 これ ら

の情報 か ら顧 客(生 徒)の ニー ズ を的確 に とらえる こ とが で きるた め、 「今 の学 校 をい か に

PRす るか。」 だ けでな く 「魅 力 あ る学校 をいか につ くるの か。」 の発想 に 立 ち、 学校運 営

を考 えて い くこ とがで き る。

② 教員 は 、生徒 ・保護 者等 の 学校評 価 に対 して関心 が 高 く、 その評 価結 果 を受 け変容 して

お り、学校 評価 は有効 な人材 育成 の手段 とな る。 また 、変 容 を図れ ない教 員 には、主 幹 ・

主 任 の リー ダー シ ップの発 揮 と管 理職 の指導 ・助言 が変 容 へ の契機 とな るな ど、学校 評価

を人材 育成 に有効 に役 立 て る こ とが 必要 であ る。

③ 学校評 価 を踏 ま えた学校運 営 の工 夫 につ いて分類 ・集計 した結果 、 「計画Jの 段階 で は明

確 な 目標 の設 定 と教職員 へ の周知 が 、 「実施」の段 階 では的 確 な情 報収集 ・発 信 と人材育 成

が 、 「評価 」 の段階 では情 報収集 、 「改 善」の段 階 では評価 か ら改善 への結 び付 け方等 に重

点 が置 かれ てお り、PDCAの マ ネ ジメ ン トサイ クル の各段 階 にお け る学校 運 営上 の取 り

組 み の ポイ ン トが分 か った。

④ 学校 運営連 絡 協議 会 を学校 改 善 に一層 生 かす た め には 、教職 員 と学校運 営連 絡協議 会 委

員 との 多様 なかか わ りの場 を作 る こ と、 学校 評価 結果 を教職員 に周 知す る方策 を工夫す る

こ と、指導 に 関 して の教員 と生 徒 間 の意識 の相 違 を教員 に認 識 させ るこ と等 が重 要 で あ る。

(2)校 内体制 につ いて

① 学校 において様 々な教育課 題 に 対応す るた め には、学 校 教育 を取 り巻 く環境 の変化 へ 対

応 した新 た な組 織 の設 置 が必 要で あ る こ と、学校 の課題 を教員 の創 意 工夫 に よって解 決 す

るボ トムア ップが 必要 な こ と、計 画 的 ・継続 的 な人材 育成 を図 る視 点 か ら校 内研 修 ・OJ

Tの 充 実が 必要 な こ とが分 か った。
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マネジメントの視点から見た学校運営の工夫及び成果例

情

報

収

集

の
① ・来 校 者 へ の ア ンケー ト

・保護 者 会 で の ア ン ケー ト、 意 見 の 集 約
・近隣中学校教員へのアンケー ト依頼

・生徒会徐員と懇談

・教職員と懇談 ・情報交換

・地区青少年健全委員会への参加

・生徒会やクラスで教育活動へのアンケー トを実施

・校長室の開放(生 徒に対して)

ノ

U
(

学
校
評
価
結
果
の
活
用

校
内
体
制
の
整
備

・建学の精神の掲示を玄関に設置

・経営のための委員会を設置 し学校改善を具体化

・必要な内容については、アンケー トの生デー タを教員に配布
・評価委員会で分析 ・検討 した結果と改善の視点 とをあわせて教職員に提示

・スクールプランに遅刻数の減少 を明記

の
① ・教職員の職務 目標の明確化

・企画調整会議で学校評価アンケー トを受け学校改善を具体化

・学校運営連絡協議会と教職員の意見交換会を実施

・OO指 導 の プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム を 設置

・通年授業公開実施(年12回 実施)

・公開授業の案内体制の整備

・中学校訪問の全員体制を教務部で実施

・授業の改善 ・充実を教育課程委員会を中心に実施

・授業公開の休 日実施
ノ

U n

校
内
研
修
と
O
J
T

・年間2～3回 実施

・外部講師の招聰

・教員による研修(他 の高校見学)報 告会の実施

・新任 ・異動教諭の授業見学(ベ テラン教諭の授業を見学)

・教科 ・分掌ごとに研修会の場を設定

・教科を越えて相互の授業見学を実施

・ティームティーチングの事前 ・事後協議の充実

・校内研修を教務部の分掌業務として設置

・教員が講師とな り教育相談 ・総合的な学習の時間 ・服務について実施

・公開授業時に他の教員の授業見学を実施

・初任者に対する組織的な助言(担 当指導教諭 ・分掌 ・主任 ・教頭 ・校長)

学
校
評
価
結
果
に
よ
る

教
員
の
変
容

・学校評価を受けて主任が課題解決に積極的に取 り組むようになった。
・教員の生徒 ・保護者に対する取り組みに変化が見られるようになった

。
・教員は生徒 ・保護者 ・地域に対応するようになった
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皿 マネジメン トの視点を生か した総合的な学習の時間について

1は じめに

今回の教育課程審議会答 申(平 成10年6月)で は、平成15年 度か ら実施 となる総合的

な学習の時間を、 「[生きる力]を は ぐくむことを目指す今回の教育課程の基準の改善の趣 旨

を実現す る極めて重要 な役割 を担 うものと考えてい る。」と述べてい る。また、文部科学省は

移行期間中にお ける学習指導 に関す る通知 の中で、「総合的な学習の時間については、移行期

間中か ら ・・(略)・ ・その実施 に積極的に取 り組む よう努めること。」となってい る。 しか し

なが ら、都立高等学校 における総合的な学習の時間への取 り組みは、ごく少数に留まってい

るのが現状で もある。

そ こで、次年度か らの総合的な学習の時間を各校 において より組織的 ・機能的に実施す る

ことができるようにするために、既 に総合的な学習の時間を実施 してい る学校における運営

のための組織や実施体制 、情報の共有化、地域 の人材 ・施設等の活用 ・連携 などについてア

ンケー ト調査を実施 し、この結果 を、今後の総合的な学習 の時間をよりよく行 うための方策

となるように運営上の課題や 工夫 を中心 として集計 ・分析 し、マネジメン トの視点か ら考察

した。

2実 施校へのアンケー ト内容 と主な結果 ・分析

総合的な学習の時間の実施校 に対 し、下記のア ンケー ト項 目についてアンケー ト調査を実

施 した結果、19校 より回答があった。なお、主なアンケー トの結果は以下のよ うである(ア

ンケー トの答 えは全て複数回答 とした。)。

① 課題設定にかかわること。

③ 学習内容 の開発にかかわること。

⑤ 指導体制にかかわること。

⑦ 評価にかかわ ること。

90

(1)課 題の設定にかかわ ること

質問:

② 組織 体制 にかかわること。

④ 情報の共有化にかかわ ること。

⑥ 外部人材 ・施設 の利用にかかわること。

⑧ 教員の変容にかかわること。

実施上の課題 ・改善点にかかわること。

総合的な学習の講座の開設に際 し、課題 となっていることは何ですか。

ロb施 設、備品、教材等の不足

ロc予 算の不足

日d学 習内容や総合的な学習に関する情報の不足
国eそ の他

分析:予 算面、施設 ・備 品面、また、学習内容にかかわる情報についての課題が多いが、

限 られた範囲内での各学校の工夫 が必要 となる。

(2)組 織体制にかかわ ること

質問=総 合的な学習の時間の実施のための組織体制は どのよ うになっていますか。
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総合的な学習の時間実施のための組織体制

国a全 校体制で取り組んでいる。
■b総 合的な学習の時間のための委員会等を作っている。
ロc通 常の分掌組織の申で担当を決め実施している。
ロd教 科別に対応している。

■e学 年別に対応している。
国fそ の他 灘i購螺灘

020406080

(%)

分析:総 合的な学習の時間の実施 にあたっては、生徒一人一人の興味 ・関心などに基づ

いた課題設定ができるようにす ること、また、自然体験や就業体験などの様々な体

験的な学習が求め られ るなど学習の場が複数に分かれ ること、さらに、各教員のも

つ専門性 を生かす点か ら、今後 とも組織的に総合的な学習の時間に取 り組んでい く

必要がある。

(3)情 報の共有化にかかわ ること

質問:総 合的な学習の時間における単元計画・学習資料等 、様 々な学習指導にかかわる情

報の蓄積 をどの ように していますか。

総合的な学習の時間にかかわる情報の収集

口a個 人として保存している。

口b組 織として保存している。

■c細 織として保存し、他の教職員が活用できるようにしている。

日dそ の他

0 1020(輪 葡5060

分析:組 織 として保存 し活用 できるように工夫 している例 も多いが、個人 として保存 し

ている例 もあ り、内容によっては、今後一層組織 としての情報収集を図 り、教員個

人の情報を学校全体の情報資源 として蓄積 してい く体制 を作ってい く必要がある。

(4)外 部 の人材 の活用に関す ること

質問:学 校外の講師(以 下、 「外部講獅 」 とい う。)の 一覧表(人 材マ ップ等)を 作成

していますか。また、工夫 されている点が あれば教 えて くだ さい。

※ 人材マ ップ ・・講師の氏名 、連絡先 、得意分野等 を記述 している一覧表

■a作 成 して いない 。

田b作 成 してい る。

40

%

分析:上 記(3)に おいて、学習内容な どの情報の共有化はある程度進んでいるが、人

材にかかわ る情報の共有化については、十分でないことが分かる。今後 は、教員が

地域や外部の人材 とかかわる中で、人間関係や信頼関係 を作 り、各学校 において人

材マ ップ等を作成 し、外部講師 との連携の下に、学校内 ・学校間において も情報を

共有 してい くことが必要である。
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(5)評 価 にかかわること

質問:総 合的な学習にお ける生徒 の 「学習の過程や学習 目標達成への満足度等」をどの

よ うに把握 しています か(把 握 され る予定ですか。)。

ロa研 究報告等の発表会から把握している。

ロbレ ポート・感想文を参考にしている。

■c学 習活動へのアンケートを行っている。

囹dそ の他

4D

(%)

分析:多 くの教員が総合的な学習の時間に対 しての満足度 を様 々な方法で把握 してお り、

PDCAの 視点か ら、この実態把握 を授業改善に生か さな くてはな らない。

(6)教 職員の変容にかかわること

質問:総 合的な学習の時間の実践を通 して、教職員の意識等は どのよ うに変化 したと思

いますか。

総合的な学習の時間後の教職員の意識の変化

■a教 員間の連携の必要性をより意識するよう1こなった。

ロb生 徒の興味・関bを 踏まえて授業をするようになった。

ロc地 域との連携の必要性をより意識するようになった。

■d教 員がより意欲的に研修をするようになった。

国eそ の他

分析:総 合的な学習の時間を通 して、教職員は連携 して授業 に取 り組 んだ り、生徒の意

向や地城 との連携 の必要性 を意識するよ うになってい る。総合的な学習の時間の実

施にあたっては、教職員の協力体制が必要であるが、逆に総合的な学習の時間の実

施が、教職員 の意識 ・協働 体制、地域 との信頼関係 の必要性 などの意識変革に役立

つ ことがアンケー トによ り明確 になった。

3総 合的な学習の時間への取 り組みの工夫についての分析

実施校 におけるアンケー トの記述部分にっいて集約 し、その総合的な学習の時間への様々

な取 り組み をマネジメン トの視点、 ここでは、PDCAの 各段階における視 点か ら分析 し、

考察 した。

(1)総 合的な学習の時間の 「計画」の段階にお ける課題 ・工夫例

匪 題 ・・予算が十分でないこと1

工夫例 ・・① 実施校では、校内の予算を年間を通 して計画的に活用 してお り、校内予算

の範囲内でできるよ うに工夫 している。

② 報償費を使 わないでお願 いできる外部講師 に講師を依頼す る。 このために

は、校内に人材バンクを作 り活用 した り、また、新 たに立ち上げた りしてい
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る。

③ 地域 とのつなが りの緊密 な島 しょの学校な どでは、地域 の人材を講師 とし

て招き、その講師の得意分野に応 じた様々な学習 を計画 している。

なお、校内予算 については、限 りある予算 を有効活用す るためにも、課程 ・教科

の枠 を排除 し、経費削減を図 り、その結果生 じた資金 を新たな課題 に用いる等、資

金の集 中 ・重点化が必要 となる。

(2)総 合 的な学習の時間の授業の 「実施」の段階における課題 ・工夫例

1課 題 ・・組織的な対応が求められ ること1

工夫策 ・・① 全体体制を組む学校や委員会を設置す る学校 な ど、教科 ・科 目の枠 を越 え

た学習 となる総合的な学習の時間の授業にっいては、実施のための教職員の

組織化が図 られてい る。例 としては、授業の実施 においては、ティー ム・ティ

チングの導入(5校)、 指導計画や学習資料の活用についての学年間の連携、

各学年 ・分掌代表か らなる委員会の組織化等が進 められている。

題 題 ・・組織 として総合的な学習の時間の資料整理が必要なこと1

工夫例 ・・① 組織 として担 当者 を決 め教材のファイ リングをす る。また、職員室に総合

的な学習の時間の授業の資料棚 を設置 し、ファイル をいつでも誰でも利用で

きるよ うに整理 してお く。 さらに、セ キュ リテ ィ管理 をしつつ、パ ソコンに

よ り学習テーマな どを 自由に閲覧できるように している。

題 題 ・・各教科 ・科 目の枠を越えた専門的知識が十分でないこと1

工夫例 ・・① 外部施設や外部講師の専門性を活用 し、成果を上げている。外部講師の依

頼については、学校運営連絡協議会 を窓口として活用する等の工夫を してい

る学校 もある。また、外部施設一覧な どを作ってい るところは2校 あ り、今

後は、外部施設 とのつなが りを一層深めるとともに、その窓口を分掌 の中に

位置付け組織 として対応することが必要である。

(3)総 合的 な学習の時間の 「評価」の段階における工夫例

評価につ いては、総合的な学習の時間の学習成果を発表す る会を実施する揚合の工夫 と、

総合的な学習の時間の運営 ・実施や組織の改善のために行われ る評価に分けて考察す る。

① 総合的 な学習の時間の学習成果 を発表す る会を実施す る場合の工夫例

ア

イ

ウ

発表の場所

発表の形態

発表の方法

工 評価の方法

外部施設 を利用 し、学習への意欲向上 と情報の共有化を推進

クラスや学年単位 での発表や、保護者や地域 の人を交えて発表

レポー トや感想文、研究報告会、アンケー ト、プ レゼ ンテーシ ョンな ど

を実施

自己評価 とともに相互評価を生徒が実施(こ の相互評価 は生徒本人に も

示 され、生徒への励み として生か され る。)

② 総合的な学習の時間の授業の、生徒の 「満足度」の把握 の工夫

生徒の授業 についての満足度を把握す ることは、生徒の学習 の達成度の把握 とともに、

授業改善を図る大 きな要素であ り、実施校においては、様 々な方 法で生徒の満足度 を把握

している。
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学校によっては、評価結果を総合的な学習 の時間の委員会を通 じて職員会議で報告 し、

次年度のテーマ設定や授業実践、時間割作成 などの資料 として生か している。(7校)

(4)総 合的な学習の時間における 「改善」の段階での課題 ・工夫例

総合的な学習の時間の実践を通 して、教職員の意識が変容す るとともに、授業改善等がな

されている。

課 題 ・・教員間の協力体制への意識変革が必要なこと

工夫例 ・・① 実施校 では、総合的な学習の時間の授業実践 を通 して、教員の意識は変

容 した と回答 してい る。また、教員間の連携 の必要性、地域 との連携の必

要性、生徒の興 味関心を踏まえた授業づ く り等 について意識するよ うにな

ってお り、総合 的な学習 の時間の実践は、教員 の組織の一員 としての意識

や授業改善への意欲向上に役立っていた。

課 題 ・・「評価」か ら 「改善」への段階を必ず生かす こと

改善例 ・ ・ アンケー トでは、授業評価を生か した総合的な学習の時間の改善の成果 と

して次の内容が示 された。

① ワークシー トが生徒の学習に役立つ より質 の高いものに改善された。

②2時 間連続 の授業が実施できるな ど授業設定の時間割が改善 された。

③ 計画的に施設 ・設備 を整備 す ることによ り、パ ソコン教室の改良やイン

ターネ ッ トの活用がで きるよ うになった(複 数)。

④ テ ィーム ・テ ィーチングを実施できる・よ うになった。

以上、アンケー トの回答か ら、総合的な学習の時間の実施 には、校内の組織体制の整備、

学習教材や情報の共有化の推進、学校外部の保護者 ・地域や関係機関 とのネ ッ トワー クづ く

りなどが進め られなければな らない ことであり、総合的な学習の時間の実施校の様 々な工夫

を生か して、よ りよい学習 を構築できるようにしてい く必要がある。

4マ ネジメン トを構成す る要素か ら見た総合的な学習の時間の工夫例

マネ ジメン トを構成す る要素を人的資源 ・物的資源 ・資金 ・情報資源 と考え、総合 的な学

習の時間の実施校においては、 これ をどのように組織的 ・機能 的に運用 しているのかについ

て分析 ・考察 した。

(1)人 的資源 を効果的に活用 している事例

① 学校組織 として一体 となった機能 を果たすための工夫例

ア 組織 として対応 し実施 してい る例 として、教務・学年 ・教育課程委員会が相互に連携

を図る学校、進路指導部が中心 となって実施す る学校、委員会を作 り実施す る学校等

がある。

イ 総合的な学習の時間は、運営面においても学校の組織体 としての機能 を今まで以上

に必要 としてお り、いつで も、誰でもが継続的にできるよ うな総合的な学習の時間推

進のための手引き作 りが実施 されている。

ウ 図書館の司書が、総合 的な学習の時間の運営にかかわる委員会 に入 り、成果を上げ

ている報告があった。 これか らの図書館 は、イ ンターネ ッ トも活用できる学習 ・情報
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セ ンター として、図書のみな らず様々な情報資料が集約 される場 として必要不可欠の

ものであ り、その運営 を司る担 当教員の役割や司書 、あるいは、来年度か ら配置 され

る予定の司書教諭の役割は一層大きいもの とな り、総合的な学習の時間の実施のため

の有効な人材 として活用すべきである。

(考察)学 校組織 として一体 とな り機能 を果た してい くためは、学校経営方針の下、実

施のた めの組織や手引きづ く り、図書館担 当者の活用、また、教員のもつ専門性 を相互

に生かす視点か ら、各教員の教科 ・科 目の枠以外 も含めた専門性を示 した一覧表(教 員

の人材マ ップ等)等 の作成が効果的である。

② 学校 外の人材 の活用のための工夫例

学校外 の人材 を講師 とす るための工夫例 としては、数 は少ないが人材マ ップ等 を作成

す る中で、報償費な しで様々な講演会を行 うな どの工夫を している学校がある。 また、

総合的 な学習の時間の先進校の教員を講師 として校 内研修等に招 くとともに、区役所な

どの公的機関、民間企業、PTA組 織等の人材 を利用 している例がある。

(考察)地 域 とのつなが りにっいては、双方向性 のかかわ りが継続的に地域 とかかわる

基本 となる。 したがって、地域の人材を講師 として依頼 してい く場合には、教員が地域

や関係機関の行事 などに参加する等、 日常的 に地域な どとかかわ りをもっ ことが大切 と

なる。場合によっては、開かれ た学校づくりを目的 として設置 されている学校運営連絡

協議会を窓 口として外部講師の紹介や依頼 をす る事が、学校運営連絡協議会委員 の学校

運営へ の興味 ・関心や参画意欲の向上にもっながると考 えられ る。

(2)物 的資源を効果的に活用 した工夫例

① 地域の施設の活用の工夫例

アンケー ト結果によると、総合的 な学習の時間の実施 にあたっては、施設 、備品、教

材等の不足を感 じている学校 は37%と 多い。 しか し、校内にあるものを集約 し、相互

に有効活用す る等 の工夫を している。 また、学習の 目的 によっては、費用のかか らない

近隣の小 中学校や、民間企業の施設の利用等を有効 に活用 している例 もある。

また、企業の研究所 と連絡 を取 り、調査に行き貴重な体験 をして くる生徒 もいる。

(考察)校 内の施設が不足 しているよ うな場合 は、校内に限 らず、教員の外部 との連携

への努力 と情報 の共有化によって、より総合的な学習の成果 をあげることができる。

また、下記アンケー トの結果によれば、外部施設の活用 にっいて 「授業担 当者 が 自ら

施設を探 し、連絡 を取 り活用」す る場合が多 く、担当者の努力に依存 している傾向があ

る。今後は、外部施設活用 の方法等の情報は、すべて学校 における情報資源 として他 の

教員の情報 とともに、集約 してお くことが一層大切 となる。

ロ授 業担当者 が 自ら施 設を探し、連絡を取り活用

口同僚 の教職 員からの紹介を受け活用する

口外部施設一覧から総合的な学習の時間の担当者が窓口として依籟
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② 学校施設活用の工夫例

学校施設の有効活用例 として、校内の図書館 を有効活用 している例がある。

授業の推進 にあたって、生徒が外部施設での調査 ・研究 を実施 した り、必要な図書 を

外部か ら入手するときに、学校図書館のもっネ ッ トワー クを利用 して外部の図書館資料

を探す等の工夫例があ る。

課題解決型の学習や調査等が多 くなると思われ る総合的な学習の時間においては、一

層活用すべ き施設 の1つ である。

(3)情 報資源 を効果的 に活用 している工夫例

① 情報の共有化 の工夫例

総合的な学習の時間の充実において、情報 の共有化は必須のことと言える。特 に、職

員室等に関係 資料 を整理保存 しようとい う従来的な方法だけでなく、パ ソコンサーバー

による資料の保存 は、情報の共有化 には欠かせないものとなってい る。

パ ソコンを利用 し、学習テーマを自由に閲覧できるよ うに、パ ソコンサーバにデー タ

を保存 しているとい う学校 では、サーバーに総合的な学習 の時間のフォルダーを作 り、

その中に 「アンケー ト」 「1年 生」 「外部講師」な どのフォルダー を作 り、さらに 「テー

マー覧」など階層 を設けて、デー タの保存 ・利用 を可能に している。なお、以下がフォ

ルダツ リーの見本 と、サーバー上の画面である。

〔

サーバー

データの閲覧や活用にはパス ワー ドが必要 とな り、生徒、教員、推進委員等の別に よ

り資料の取 り出 しについて一定の制限を設ける等、情報のセキュ リテ ィについて配慮 し

てい る。

アンケー トか らは、組織 として保存 してい る所があ り、それぞれ の目標に合わせて結

合 させて生徒、教員が使 い易 くしてい る工夫 もあった。パ ソコンに様々な情報を入れ る

ことで、教員相互がその時々に応 じた様々な情報を活用 ・発信 して最終的に優秀な教材
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に していっている。

(考察)総 合的な学習の時間の実施に際 して、教員には横断的 ・総合的な指導の力量が

求め られ てお り、情報の共有化は、不可欠のこととなる。

特 に、パ ソコンによる情報 の共有化については、① 膨大な情報の集約に場所な どを

とらずに容易 である。 ② 集約 された情報の加工 ・処理、また、発信が容易 にできる。

③ いつでも、どこで も、誰 でも情報を得 ることがで きる。等ITを 活用 した情報の共

有化は有意義 となる。 また、紙ベー スの情報 にしろ、パ ソコンによる情報に しろ、実施

校 にお ける報告においては、総合的 な学習 の時間の担 当者 の中に情報の共有化 を担当す

る教員や組織の設置が必要 となる。

5ま とめ

実施校 における総合的な学習の時間のアンケー ト結果にっいて、その実施上の課題や工夫

点を、マネジメン トの視点か ら分析 ・考察 した結果、次のよ うなことが分かった。

(1)総 合的な学習の時間の実施のためには、人的な組織体制 を作 るとともに、年 間計画や

学習指導、また、教員の協力体制、外部 との連絡 ・調整等の手引き作 りが重要 となる。校

内の人材活用では、司書、司書教諭の活用 とともに、教員の専門性を一覧に した校内人材

マ ップの作成 も有効な人的資源を支えるもの となる。

(2)総 合的な学習の時間のための教科 ・科 目の枠 を越 えた専門的知識 を確保す ることが大

切 とな る。そのためには、外部講獅 の人材マ ップや地域 の活用 できる施設一覧な ども必要

となる。

(3)横 断的 ・総合的な学習 とな る総合的な学習の時間においては、上記(1)(2)等 の情

報の効率的な共有化のできるシステムが必要 となる。職員室な どに総合的な学習の時間の

コーナーを設け資料を集めるな どとともに、パ ソコンで様々な情報を一括管理す ることが、

その後の情報の創造 ・発信 とい う点か ら、よ り充実 した総合 的な学習の時間を支 える こと

となる。

(4)総 合的な学習の時間は教員の協力体制が必要であるが、逆に、総合的な学習の時間の

実施 によって教職員の協力体制 もはぐくまれてい る。 したがって、総合的な学習の時間の

実施導入の初期の段階では、特に上記(1)(2)(3)等 の実施 の環境を全教職員 で整 え、

維持できるよ うに努力す ることが、その後の総合的な学習の時間の維持 ・発展につなが る

こととなる。

なお、最後に各学校の努力によって得 られ

た様々な情報資源は、右図のよ うに言語や文

章で表現 しきれない個人的経験 、イメージ、

熟練 した技能等(暗 黙知)か ら、PDCAサ

イ クル の中でそれぞれの学校 の実態にあった

言葉や文章で表現可能な論理的で客観的な情

報や報告書等(形 式知)と して、学校の知的

な情報資源 としていくことが重要 となる。
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Nま とめと今後の課題

本研究部会は、研究主題 「マネジメン トの視点を生か した学校運営の在 り方」の下、学校経

営計画におけるマネジメン トサイクルの一環を担 う学校の支援体制 としての学校運営連絡協議

会 と、[生 きるカコをは ぐくむ極めて重要な役割 を担 う総合的な学習の時間について、マネジ

メン トの視点を中心にアンケー トを実施 し、その望ま しい在 り方や実施上の工夫について分

析 ・考察 した。以下、そのま とめを述べ る。

1マ ネジメン トの視点を生か した学校運営連絡協議会及び校内体制の在 り方について

マネジメン トの視点か らとらえた学校運営連絡協議会や校内体制 の在 り方については、情

報資源の生か し方、学校評価 の人材育成への活用、PDCAの 段階における重点的工夫、学

校運営連絡協議会 とのかかわ りの重視 などが重要である。

情報資源 の活用については、様 々な情報収集を生か し 「魅力 ある学校づ く り」に結びつけ

ること、また、管理職の指導 ・助言 、主幹 ・主任の リーダーシ ップの下に学校評価を人材育

成に役立て ることが大切である。 さらに、説明責任 を果た していくとい う視点か ら、学校の

情報を的確に発信する等のPR活 動が一層重要 となる。

また、学校のPDCAの 各段階では、ポイン トを絞 った学校運営上の工夫をする必要があ

ること、学校運営連絡協議会の機能 をさらに生か してい くためには、教職員の学校運営連絡

協議会へのかかわ りや外部評価等 の実態の認識、教職員への評価結果の周知等が重要 となる。

最後に、変革を推進する校 内体制では、新 しい組織体制を整備 し、校内研修 ・OJTや ボ

トムアップ等の充実等、組織 としての形態 と研修機能を整 えてい くことが重要 となる。

2マ ネジメン トの視点を生か した総合的な学習の時間について

マネジメン トの視点か らとらえた総合的な学習の時間の運営においては、校 内の組織づ く

り、人的 ・物的資源の把握 ・活用、資金の集 中 ・重点化、情報資源 の共有化が必要である。

校 内の組織づ くりにおいては、横断的 ・総合的な課題 などを多面的に指導ができるための

新たな担当部門や プロジェク トチームな どが必要 となる。また、人的 ・物的資源 については、

校内外の専門性 をもっ人や優れた施設 の把握等を組織 として実施 し、その情報を人材マ ップ

や施設マ ップ等 として蓄積 していくことが有効 となる。

情報の共有化については、PDCAの マネジメン トサイクル の中で創 出され るアイデアや

様々な情報 を蓄積 し、各学校 の知的 な情報資源 として充実す ることが重要 となる。なお、情

報の収集 については、コーナー を設 け資料 として設置す るとともに、情報の加工 ・発信等 の

容易 なパ ソコン上で、セ キュ リティを踏 まえ管理す ることが有効 となる。

最後に、総合的な学習の時間の実施 により教員の協力体制が築かれ ることか ら、導入時 に

は組織体制を明確に して取 り組む ことが、後の総合的な学習の時間の充実につながる。

[今後の課題]

今回のマネジメン トの視点 を生か した学校運営の工夫の研究 を通 して、学校運営連絡協議

会へのかかわ りや、総合的な学習の時間の実践は、教職員 の変容や協力体制への意欲醸成に

結びついていた。今後は、よ り多 くの教職員が これ らにかかわ ることのできる具体的 な組織

や運営の在 り方や 、より効果的な教員の意識変容 の方策、また、様々な情報 をよりよ く蓄積

し生かす ことのできる具体的方策 な どが課題 となる。
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